国土交通大臣　北側一雄　殿

「サンルダム建設中止を求める署名」の提出について
弊会では、これまでサンルダム計画に疑問を持ち、サンルダム建設中止を求める署名活動を北海道内を中心に平成16年11月1日から展開してまいりました。

活動を通した中、市民のダム建設に対する反応は否定的なものが多く、私たちが行う小さな活動においても10，000名を超える賛同を得ることができた次第です。

北海道における公共事業は北海道の経済基盤を支える上でも非常に重要であることは承知しておりますが、釧路湿原等では河川の蛇行させて自然再生を試みる時代でもあります。豊かな自然環境に多大な負荷を与える国土開発は、今の時代にそぐわず、流域住民も含め多くの市民もまたのぞむ事ではありません。

しかし、現在、サンルダム計画は北海道開発局旭川開発建設部による天塩川水系河川整備計画（案）の中に示され、議論の場となる天塩川流域委員会では、ダムは当然の計画であるとした当建設部の意向のまま、専門家や疑問を持つ市民を招いた十分な議論の場も与えらることなく、押し進められようとしております。

　このことから、ここに１3、878名の署名をとりまとめ、この署名の持つ市民の意志を重く受け止めていただきたく、国土交通大臣に対しサンルダム計画の即刻見直しとダム建設中止を強く求めます。

平成18年5月30日

サンル川を守る会

代表　橋本泰子
協力をいただきました主な団体
サンルダム建設を考える集い、下川自然を考える会、名寄サンルダムを考える会、北海道の森と川を語る会、大雪と石狩の自然を守る会、旭川・森と川ネット２１、環境ネットワーク旭川・地球村、遊楽部川の自然を守る会、北海道自然文化ネットワーク、社団法人　北海道スポーツフィッシング協会、渚滑川とトラウトを守る会、尻別川の未来を考えるオビラメの会、石狩川イトウの会、社団法人　北海道自然保護協会
